水銀濃度測定記録表

　水銀排出施設の種類及び工場又は事業場における施設番号　　一号炉　
測定者の氏名　○○分析株式会社　○○○○
測定箇所　　排出ガス採取口　
年間稼働時間（実働時間）　　2,400　時間
施設の使用状況（いずれかに○）　稼働・廃止・休止・稼働前・対象外・一時休止
粒子状水銀測定省略要件を満たしているか（いずれかに○）　適・否
粒子状水銀測定省略の有無（いずれかに○）　有・無
　この測定が基準超過時に実施する再測定※1の場合は括弧内に○　　　（　　　）
　（セメント焼成炉のみ）暫定基準※2適用の有無（いずれかに○）　有・無
	
	測定単位

	測定値

	測定年月日及び時刻

（開始時刻～終了時刻）
	備考


	全水銀
(酸素濃度補正値の合計)
	(µg/N㎥)
	0.15
	2023年4月1日

(10:00～11:40)
	排出ガス(乾)
25,000 (N㎥/h)

	ガス状水銀
	Cs
(実測値)
	(µg/N㎥)
	0.20
	2023年4月1日

(10:00～11:40)
	定量下限値
0.11　(µg/N㎥)
検出下限値
0.03　(µg/N㎥)

	
	C
(酸素濃度補正値)
	(µg/N㎥)
	0.15
	
	

	
	酸素濃度
	(%)
	9.0
	
	

	粒子状水銀
	Cs
(実測値)
	(µg/N㎥)
	<0.0011
	2023年4月1日

(10:00～11:40)
	定量下限値
0.0011　(µg/N㎥)
検出下限値
0.0003　(µg/N㎥)

	
	C
(酸素濃度補正値)
	(µg/N㎥)
	<0.0011
	
	

	
	酸素濃度
	(%)
	9.0
	
	


　・　ガス状水銀とは排ガス中に気体として存在する水銀及びその化合物の総称であり、粒子状水銀とは排ガス中のダストに含まれる水銀及びその化合物の総称である。ガス状水銀及び粒子状水銀の濃度を測定し、合計した値を全水銀の欄に記載すること。
・　酸素濃度の欄には、測定を行った時の排出ガスの酸素の濃度を記載すること。
　・　ガス状水銀及び粒子状水銀の試料採取は、可能な限り同じ開始時間とすること。
※1  定期測定の結果が排出基準を超えた場合は、通常の操業状態及び排出状況において、結果を得た日から60日以内（排出基準の1.5倍を超える場合は30日以内）に３回以上測定を行う必要があります（大気汚染防止法施行規則第16条の19第3号）。

※2  セメント焼成炉の暫定基準　原料として使用する石灰石1kg 中 の水銀含有量が連続した４ヶ月 について一月当たり平均 0.05mg 未満となるまでの間、既設の施設の排出基準が140μg/Nm3になります。
記載例





測定箇所ごとに本書を作成してください。





分析者名を記載してください。





定量下限値及び検出下限値については、計量証明書に記載のある場合は必ず記載してください。その場合、実測値（酸素濃度換算前）を記載してください。








